
【GIGA×小・国語】 eポートフォリオ（スプレッドシート）を用いた、児童の見取りと評価①

長崎市立小榊小学校リーディングDXスクール事業 【GIGA×指導の工夫・改善】

様式Ⅱ-B1

単元名 発表会を開こう 「海の命（光村図書）」

重点
指導事項 文章を読んでまとめた意見や感想を共有し、自分の考えを広げることができる。【思・判・表（１）Cカ】

【取り組み1】
４つのSTEP

【取り組み2】
3つの学習目的

以下のようなスプレッドシートを作成した。これは、一つのスプレッドシートに、一人ひとり別のタブで作成し、編集保護を掛け、1時間目から6時間
目の学びの足跡を記録するものである。取り組み１～4の詳細は、次のページで説明を行う。

【取り組み4】
自己評価

【取り組み3】
先生コメント

【考察】
可視化した情報であるeポートフォリオ（スプレッドシート）を用いることで、児童が過去の自分と比較し、考えが広がっているという指導事項を達成していることを自覚
しやすくなった。次に、他の児童の学習目的を確認することができる環境にしたことで、意図的に話を聞きにいく児童の姿が見られた。教師コメントにより学びが方向づけ
られ、個別の支援をすることができた。（一方で、教師が授業中にSTEPの達成個数で評価というのは、時間的に厳しく全員見取り、評価をすることはできなかった。）



【GIGA×小・国語】 eポートフォリオ（スプレッドシート）を用いた、児童の見取りと評価②

長崎市立小榊小学校リーディングDXスクール事業 【GIGA×指導の工夫・改善】

様式Ⅱ-B1

eポートフォリオ 4つの取り組みの詳細について

取り組み１ 4つのSTEP

4つのSTEPとは、本時の目標（指導事項）を達成するための

行動を明示したルーブリックのことである。子どもたちは、明
示してある4つのSTEPを参考にしながら、自分の活動の方向性
を定めたり、自己調整したりしていく。STEPという言葉の通り、
全て達成する必要はない。1段飛ばしをする児童もいる。

取り組み４ 達成度

児童は、振り返りの段階で、４つ
のSTEPのうち、3つ以上できていれ
ばS、2つ以上でA、１つ以上でB、
一つも達成できていなければCとい

う自己評価をつける。その際、右の
ように教師のみ見ることができるス
プレッドシートにリンクを貼ること
で、一人一人の学びの把握をするこ
とができるようにしている。
また、評価の欄に1時間ごとの教

師の評価を残すことができるように
している。

取り組み２ ３つの学習目的

学習目的とは、4つのSTEPに照らし合わせて、児童が本時に

取り組むべき行動を明示しその優先順位をつけるものである。本
時の目当てを全員で共有した後、個人で学習目的を立て、個別の
学びに入る。その際、スプレッドシートにリンクを貼ることで、
以下の写真のように、誰が何を学ぶかを児童が他者参照すること
ができるようにしている。

（リンクを貼ったスプレッドシート）

取り組み３ 先生コメント

個別最適な学びにおいて、児童の学びが複線化していく。授業中
だけでは、適切に関わり支援することが不可能である。そこで、毎
時間コメントを書き、児童を励まし、支援することで、学びの方向
付けをしたり、価値づけしたりしている。

（リンクを貼ったスプレッドシート）


